
  
 

山（ゲレンデ）を 歩く・登る・担ぐ・滑る 

軽いのが素敵❤  ️ 遠くまでどこまでも 

SKIMO＝ski mountaineering とは？ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スキーで山に出かけること。
バックカントリー・フリーライド・スキーツーリング
比較的軽い用具で、かる〜く出かける事のできるスポーツ。
競技もあり、滑る事ができなくても、とりあえず歩く事から気軽に始められるスキー。
軽いからこそ、登りを楽しみ移動距離を伸ばす事ができる。





バックカントリー用スキー 
（ファット・ツーリング・SKIMOレース など） 

 



ゲレンデ中心の 
カービングスキー 

（１７０cm/72mm）&ブーツ 
5.2kg 



ファットスキー 
（１８３cm/110mm）＆ブーツ 

５．６kg  



Skimo ツーリング
（170cm/80mm）＆ブーツ 

       2.6kg 



Skimo レース用
（160cm/65mm）&ブーツ 

      1.4kg 



世界のSKIMO 
（2015 Verbier  Swiss ) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SKIMOの最大の魅力は　『　軽さ　』　

『滑るものを滑らないものに、あっという間に変える事ができる』　こと
◉スキーで滑る
◉スキーで歩く（走る）
◉足で歩く（走る）　
滑っても良いし、滑らなくても良いスキー。
場所、体力、気分により　歩き中心・滑りを多くなど、分けることのできる便利なスキースポーツ

EUの環境、日本の環境、スキーフィットネス、老若男女、オリンピック、
  セクシーなスポーツ、ワールドカップ、モデル、毎週末どこかで草レース
　特別なスキーではなく、日常的に使えるもの（EUでは）




ヨーロッパや北米では 
ゲレンデ脇で楽しめるよ 

になってきている      



HAKUBA HAPPO  
SUPER VERTICAL 



★マテリアル(道具) 
 スキー、ビンディング、ブーツ 
スキン（シール）、ストック、ザック 

 山スキー界は軽量の方向へ向かっている、 

            素材（カーボンなど） 

   身軽に軽快に快適に、道具は日進月歩で進化、 

            メーカーも開発競争 
 

  テックビンディングの特徴、圧倒的な軽さ（利点、欠点） 

  ザックはワンタッチキャリーが特徴 
 

  シールはスキーを脱がなくても外せるものが多い 

 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スキー、ビンディング、ブーツ、スキン（シール）
ストック、ザック
　山スキー界は軽量の方向へ向かっている、素材（カーボンなど）、
身軽に軽快に快適に、道具は日進月歩で進化、メーカーも開発競争
テックビンディングの特徴、圧倒的な軽さ（利点、欠点）
　ザックはワンタッチキャリーが特徴
シールはスキーを脱がなくても外せるものが多い





★環境、フィールド 

 

• 安全な滑走技術 

• 登山技術同様に総合的な技術が必要、シン
プルに無駄なくスピーディーに行える事が安
全にも繋がる 

• 滑走に関しては、ゲレンデ滑走が効率的、 

  ゲレンデ未圧雪もうまく利用 

• いきなり本番のフィールドに出る前に練習し
ておくことが大事 
 



SKIMOスタイル 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★服装　適したウェアー　レイヤリング
レイヤリング
　トレラン用も併用出来る、より動きやすいカットのもの、タボタボしてない
　ワンピース、コンパクトさ、運動量にあった服装
 必携装備　行動食　etc
　ビーコンなどは？　トレランに近い　だが、冬山でもある場合がある
　環境にあった装備が必要（登山と共通）
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